
■会場 ぐんま総合情報センター（ぐんまちゃん家）

■開催期間・時間

食の安全を科学する「サイエンスカフェ」第４話

 

概要

１．開催概要

■主催 食品安全委員会、

 

群馬県

■来場者数 ３７名

■テーマ
スピーカー：小泉直子

 

委員長

平成22年1月26日（火）１８：３０～２０：００

２．来場者アンケート結果（単純集計のみ

 

回答数：２５）

問１．本日のサイエンスカフェは
楽しんでいただけましたか？

楽しかった

まあ楽しかった

あまり楽しく
なかった

楽しくなかった

問２．全体の時間はどうでしたか？

ちょうど良い長さだった

もう少し長くても
いいと思う

もう少し短くても
いいと思う

（人）

問３．スピーカーの話は
わかりやすかったですか？

わかりやすかった

まあわかりやすかった

あまりわかり
やすくなかった

わからなかった

毒性と危険性は同じじゃない？～安全性を確認するために～

コーディネーター：横田久美（内閣府食品安全委員会事務局技術参与）
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３．コミュニケーションカード（質問用紙）の例

○ごく微量な物質を取り込んだら、代謝・排泄されるので、無害レベルで体内に残るのでは
なく、体の中に全くなくなってしまうのではないか？

○農薬の残留基準と安全性の関係について解説してほしい

○多くの人が危険性を誤解することで損失が生じているケースがいくつもあると思われます。
それらのうち今一番深刻だと思われる事例は何ですか？

当日参加希望の方々も有り、会場は満席状態。

○無毒性量を決める際の試験項目にはない、新しい毒性の可能性はないと言い切れる
でしょうか？

参加者の皆さんから集めた
「コミュニケーションカード」
（質問用紙）をボードに掲出。
コーディネーターが会場からの
意見や質問も適宜取り混ぜなが

 

ら進行します。

４．会場の様子

参加者の皆さんのご所属

その他

その他の事業者

食品関連事業者

一般消費者
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